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　10月16日、国頭陸上競技場にて「第48回国頭郡陸
上競技大会」が開催されました。 
　大会には北部10町村の代表選手達が出場し、日頃
鍛えた練習の成果を発揮しました。昨年に引き続き
伊江村が、一般男子、同女子、壮年の部すべてで優
勝し、６年連続23回目の総合優勝を果たしました。
村からはチャーターバスで会場に駆け付けた村民や、
本島内の関係者らが多くみられ、選手に大きな歓声
や声援が送られました。 
 男子主将の東江弘さんは「連覇が当たり前のよう
になってきている中で選手達のプレッシャーは計り
知れない。しかしそのプレッシャーがいい方向に働き、

今回も優勝する事ができた。来年も７連覇を目指し、
日頃の練習を頑張っていきたい。」と来年へ向けた決
意を語りました。６連覇の歓喜に沸く、選手達の真
っ赤に日焼けした笑顔が印象的でした。 

村の世帯数と人口の比較（10月31日現在） 
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　今までに導入した作物の成功例と失敗例、それぞれの要因など
について話し合いました。その中で多かった意見を紹介します。 

　将来水が来たら拡大する作物と実現するために必要なもの、維持する作物や方針が決まら
ない作物と拡大の可能性について話し合いました。その中で多かった意見を紹介します。 

「水あり農業を踏まえて今後規模拡大や新たに導入した 
　い作物について」に関する意見交換会を実施しました 
「水あり農業を踏まえて今後規模拡大や新たに導入した 
　い作物について」に関する意見交換会を実施しました 

　平成23年９月７日（水）に東江前公民館において東地区の農家の方15人、８日（木）に西江前公民館にお

いて西地区の農家の方19人に出席していただき、２回目の意見交換会（ワークショップ）を行いました。 

今までに取り組んだ作物について教えてください！ 

水が来たら拡大したい・維持したい作物について 
教えてください！ 

①キク 
②葉たばこ 
③牛 
④さやいんげん 
⑤島らっきょう 
 

①キク 
②島らっきょう 

①キク 
②さやいんげん 
③葉たばこ 
④さとうきび 
 

①かん水手間を省くことで、余力が生まれ
る 

②かん水施設により、簡単に水かけできる 

①現在の規模が限界 
②ハウスの維持が難しい(資金確保の面で) 
③国・JTの方針で面積拡大できない 
④水が来ることで増収を期待 

①分散している畑を1か所に集約できたら、
作業の効率が上がる 

②水のある畑が借りれたら拡大する 

①労働者不足問題の解消 
②ハウスの増設 
③葉たばこ以外にどういった作物を栽培
するとよいか検討中 

④伊江村のさとうきび栽培面積が限られ
ている(新製糖工場の能力で)

①収量・品質･価格・収益全
てアップ 

②収量が取れて全量買取 
③経費のコストダウン 
④収量が増えた 
⑤品質の向上 

①キク 
②島らっきょう 
③さやいんげん 

①病害虫被害 
②病害虫被害で収穫なし 
③施設の更新ができなかった 

①かん水施設使用による面積拡大と、平張りハウス
導入による風害・害虫対策 

②面積拡大と、きびとの輪作実施(立ち枯れ病対策) 
③機械化で牧草の確保が容易になり、牛の頭数を増
やし収益増に 

④露地栽培からハウス栽培への転換 
⑤トラクター導入による適切な土づくりができた 

①１～２月からの白サビ病による 
②未熟堆肥の投入でネダニが発生した 
③ハウスの更新時期に導入資金が確保できなかった 

○作物名 

成
功
例 

東地区 東地区 西地区 西地区 

失
敗
例 

拡
大 

維
持 

そ
の
他 

○結果 ○具体的な要因 

○作物名 ○理由 ○実現のために必要なもの・拡大の可能性 

①作物は未定 ①キク収穫後の６～８月に圃場が空いているため 



（3） 伊江島広報 

　第２回ワークショップでは、“水あり農業を踏まえて今後規模

拡大や新たに導入したい作物について”をテーマに、過去に取り

組んだ作物の成功例・失敗例とその要因、今後の水あり農業で拡

大する作物・維持する作物・新たに導入する作物と実現するため

の取り組みなどについて話し合いました。 

　将来水が来たら新しく植えたい作物と実現するために必要なものに
ついて話し合いました。その中で多かった意見を紹介します。 

　今回のワークショップで出たご意見を基に、地下ダム完成後の水利用型農業のさらなる

発展を目指し、補助事業等の導入の検討を行っていきます。　　　 

　また、村、県、ＪＡ、伊江農業水利事業所等が連携して情報収集、検討を行い、伊江島

で栽培できる可能性のある新規作物を選定し、早ければ今年度から実証栽培を行います。 

　選定結果については、後日、伊江村広報紙「イーハッチャー」に掲載致します。 

水が来たら新しく植えたい作物について教えてください！ 

発表の様子 

～　今後の予定　～ 

①にんじん 
②ピーマン 
③かぼちゃ 
④ドラセナ 
⑤マンゴー 
⑥飼料用とうもろこし 

たまねぎ・ごぼう・ばれいしょ・紅芋・メロン・きゅうり・なす・ヘチマ・スイカ・ゴーヤ・スイートコーン・
イチゴ・オクラ・レタス・葉野菜・ワケギの種・ひまわり・ポインセチア・カーネーション・シダ類・クロトン・
パッションフルーツ・パパイヤ・キウイ・そば・小麦 

①土壌が適している 
②冬場の高価格時期に出荷できそう 
③以前島内で栽培している人が多か
ったため 

④収穫時期が選べる 
⑤高価格だから 
⑥牧草よりコストダウンになりそう 

①収穫物の保冷庫、出荷先の確保 
②風当たりに強いハウスの整備 
③販売経路の確保 
④防風・防除の平張りネット施設の整備 
⑤栽培技術力、作物にあった土壌・耕土
の深さ、ハウスの整備 

⑥収穫用の機械 

新
た
な
作
物 

東地区 西地区 西地区 

○作物名 ○理由 ○実現のために必要なもの 

お問い合わせ　伊江村役場農林水産課　TEL（０９８０）４９－３１６１ 

○その他の新しく植えたい作物 

上記のワークショップで出た意見以外に、ご意見のある方は伊江村農林水産課までご連絡ください。 
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　日本人が外国人渡航し、自己

の希望で外国の国籍を取得した

ときは、外国の国籍を取得した

時点で自動的に日本国籍を喪失

しますので、親族等で該当者が

いましたら、外国国籍取得を証

する書面（帰化証明書等）を添

付して、国籍喪失届を日本大使

館等に提出するよう連絡してく

ださい。 

①　死亡診断書や外国の身分登録機関で登録された

死亡証明書がある場合は、当該証明書（外国の官

憲が作成した証明書については翻訳文をつけてく

ださい。）を添付してください。 

②　死亡診断書等がない場合は、死亡診断書等に代

わるものとして、死亡した方の遺体を確認した人

の死亡現認書 (誰が、いつ、どこで、どのような

状態で亡くなったかを記載した書面)や葬儀に参

列した方の参列証明書、位牌があるときはその写

真など、死亡を証明する資料を添付してください。 

̃名護税務署からのお知らせ̃̃名護税務署からのお知らせ̃

テーマ:「税の役割と税務署の仕事」 
国税庁のＩＴ化・国際化への対応 
及び ｅ-Ｔａｘの利用促進 

★★税に関する情報は国税庁ホームページヘ★★ 

「税を考える週間」〔11月11日(金)̃11月17日(木)〕 

国税庁 検索 

死亡届・国籍喪失届が未提出となっている皆様ヘ 

　法務局が行った調査によると、住所が分からない（戸籍附票に住所の記載がない）

100歳以上の高齢者が沖縄県全体で1万1,000人余存在することが判明し、当村にお

いては28人の住所の分からない100歳以上の高齢者の戸籍が存在することが明らか

となっています。このような戸籍が存在している大きな理由は、親族等から提出さ

れるべき死亡届等が未提出となっていることが考えられます。 

　親族など関係者の戸籍で、まだ死亡届等を提出していない方がありましたら、早

急に届出をしてください。届出は、下記の各事案に応じて添付資料をつけて住民課

へ提出してください。 

詳細や不明な点がありましたら、下記にお問い合わせください。 

伊江村役場 住民課　TEL 0980-49-2002　又は、 
那覇地方法務局 名護支局　TEL 0980-52-2729

死　亡　届 1 国籍喪失届 2
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保健師だより 

適度な運動は肥満や生活習慣病の予防に欠かせません。まずは少しず
つでもいいから、自分からすすんでからだを動かすことが大切。 
さあ！今日からさっそくからだを動かしましょう！ 

お問い合わせ先　福祉保健課　49-5000、 49-2234

運  動 ～もっとからだを動かそう！～ 運  動 ～もっとからだを動かそう！～ 

　週末を利用した定期的な運動をおすすめします。水泳、ウ

ォーキング、友達同士でスポーツなど、どんな運動でもけっ

こうですが、からだに無理のかかる運動を急激に行う事だけ

は避けて下さい。１回につき約30分、週に２回ほどでも運動

効果は充分です。さあ！趣味もかねてはじめてみませんか？ 

　普段の生活の中でもなるべくからだを動かそうとしています。

そんな気持ちを１ランク高めるつもりで１日に10分程度の運

動をプラスしてみましょう。 

　乗り物などの便利なものに頼っていませんか？そんな時、

からだは思ったほど動かしていません。なるべく乗り物を使

わないようにしてみましょう。 

 まずは生活の中でもっとからだを動かしましょう！急な運動

は逆効果です。自分の出来る範囲で、自分流の方法を、無理

のない程度に行うことが大切です。 

こんな心あたり、ありませんか？？ 

● 自ら運動不足に気づいているあなたは、 

● 日々忙しく動いているあなたは、 

● 運動に対して意欲的な気持ちを 
　 持っているあなたは、 

● 運動への意欲はあるけれど、毎日は 
　 なかなか難しいというあなたは、 

●いつもエレベーターやエスカレーターを利用する 

●休日は家でごろごろしていることが多い 

●数年前の洋服が着られない 

●車で移動することが多い 

これらは運動不足のサインです。 

健康を守るために早めの対策を！！ 

今すぐはじめよう！ 
あなたに合ったこんな運動法 

たとえばこんなこと 

たとえばこんなこと 

たとえばこんなこと 

たとえばこんなこと 

・歩くときは普段より少し早足、歩幅
を広めにして歩いてみる 

・車よりも自転車、自転車よりも歩く
ことにシフトしてみる 

・買い物、掃除、洗濯などの家事で活
発にからだを動かす 

・いつもより10分ほど多く歩いてみる 

・車の使用を控えて、自転車や徒歩に
する。 

・息が弾む程度のスピードで、姿勢よ
く歩く 

・ストレッチなどを加えてより効果的に！ 

・B＆Gのマシンを使った筋トレなどの
室内運動 

・ウォーキング、ジョギングなど、い
つでもどこでも出来る運動 

・テニス、野球など、昔やっていた気
軽にはじめられるスポーツ 
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童話お話大会 
　第45回伊江村童話・お話・意見発表大会が

10月18日に伊江小学校体育館で開催されました。 

　小学校、低学年・高学年、中学校の３部門に、

各学校から選出された10人の代表が表現豊か

に心をこめて発表しました。最優秀賞に選ばれ

た６人は11月９日に村で開催される、国頭地

区大会に出場します。地区代表を目指して頑張

ってほしいですね。 

結果は次の通りです。 

　10月８日に伊江村総合型スポーツ少年団主催

による「本部半島地区ミニバスケット交流大会」

が開催されました。７年ぶりに伊江村で開催され、

西小学校体育館を会場に13チームによる熱戦が

繰り広げられました。各チーム日頃の練習の成

果を競い合い、交流する事ができました。村ス

ポ少バスケ団から西小女子（10名）と伊江小男

女混成（13名）の２チームが出場し西小チーム

は惜しくも４位という結果でしたが、伊江小チ

ームは宜野座チームとの試合を１点差で競り勝ち、

見事優勝を果たしました。 

　10月28日に沖縄北部活性化特別復興事業「伊

江村花き選別施設」の落成式及び祝賀会を開催

しました。この施設は花き自動選別機を導入し、

出荷時期における選別作業の軽減をはかり、生

産性の向上や新規雇用の拡大を含め、今後の花

き生産の振興に大きく期待できます。式典には

内閣府沖縄総合事務局農林水産部長、馬場一洋

様をはじめ多くの来賓者、関係者が参列しました。

祝賀会では花き農家による踊りも披露され、賑

わいを見せました。 

花き選別施設落成式典花き選別施設落成式典 花き選別施設落成式典花き選別施設落成式典 花き選別施設落成式典 

ミニバスケット 
交流大会交流大会 
ミニバスケット 
交流大会交流大会 
ミニバスケット 
交流大会 

【低学年の部】最優秀賞・玉城志将・上間仁来 

　　　　　　　優秀賞・森田賢文・知念沙羅 

【高学年の部】最優秀賞・上地雄大・万寿麗々海 

　　　　　　　優秀賞・名嘉山正耶・渡久地華鈴 

【中学校の部】最優秀賞・新城和也・西江舞 
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届け！島々からの恵み 

　第35回沖縄の産業まつり会場にお

いて県商工会連合会によるデザイン・

アイディアの商品を表彰する第14回

商工会特産品コンテスト食品の部で

（株）伊江島物産センターのラム酒『イ

エラムサンタマリア』が優秀賞を 受

賞しました。 

離島フェア離島フェア20112011離島フェア離島フェア20112011離島フェア2011

産業まつり 

商工会特産品 
コンテスト 

平成23年 
11月25日(金)̃27日(日) 

日　時 

沖縄セルラーパーク那覇 
(那覇市奥武山)

場　所 

午前10時から午後１時まで 
バイヤーとの流通商談会 

25日(金)

※駐車場は大変込み合いますので那覇軍港へ駐車し、シャトルバスでご来場下さい。 

午後12時30分から開会式 
午後1時開幕 

※祭り期間中の開館(午前10時̃午後6時)

伊江村情報 

出店業者(離島食堂)

出店業者(物販販売)

(株)伊江島物産センター ラム酒等販売 

伊江島ファーム(株) 合鴨料理販売 

(株)伊江島物産センター 特産品・加工品の販売 

伊江島ファーム(株) 合鴨の商品 

石新商店 にんにく漬け他 

山城製菓 ピーナツ菓子他 

伊江漁業 イカ墨ギョーザ他 

ＪＡ伊江支店青壮年部 紅いも他 

表彰式 25日(金)14時から 

（絵画・フォトコンテストは伝達表彰） 

優秀賞『海で水あそび』 照屋 葵(西小2年) 

(株)伊江島物産センター 
「ラム酒」イエラムサンタマリア 

中川廣江さん(川平)

伊江漁業協同組合 
「積極的な商品開発と社会貢献を高く評価」 

☆絵画コンクール 

☆島おこし奨励賞 

☆優良特産品優秀賞 

☆フォトコンテスト特別賞 

11月26日(土)

・今日の誇らしや 
　（長嶺　　渚・知念　力） 
・ゼー城の前 
　（名嘉原一哲・儀間幸太） 

15：30～15：45

11：15～11：45

13：10～14：10

特設ステージ 

☆知念こずえコンサート 

☆しまくとぅば紙芝居 

☆伝統芸能芸（西崎区)

・力　・タンナーパ 
（新島初枝・長嶺照子） 
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満１歳
 

鈴村 遥花（はるか）ちゃん 
性別：女 
生年月日：平成22年11月15日生 
父：鈴村　大地 
母：鈴村　佳菜子 
行政区：川平 
イタズラ好きであまえんぼの遥花。 
元気にすくすく育ってね！ 

【
人
材
育
成
会
】 
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　11月３日、「第52回青年駅伝大会」が開催

されました。各区を代表する健脚自慢が一同

に集い、日頃の練習の成果を競い合いました。

各区間選手達は沿道から送られる声援に励ま

され力走し、青年の部では西江上区が２年振

りの優勝、OBの部では東江前区が連覇を達成

しました。オブザーバーとして民泊で来村し

た神奈川県立磯子高校も２年振りに出場し、

大会を盛り上げました。島全体がわいた１日

になりました。 

　10月22日、23日、「３保育所合同運動会」「第38

回老人婦人スポーツ大会」がミースィ公園で開催

されました。３保育所合同運動会では、元気いっ

ぱいの子ども達が会場を駆け回り、保護者らと会

場一体となって楽しんでいる様子が見えました。 

　老人婦人スポーツ大会では、村内から多くの参

加者が会場に詰めかけました。真夏のような照りつける日差しの中、各区の選手達はひもで結ば

れた２個のボールを蹴って進むリレーや、足ひれを履いて激走するアヒルリレー等、数々のユニ

ークな種目で世代間の交流を図ることができました。閉会式では参加者全員の万歳三唱で、大会

成功を喜び合いました。 




